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Ⅰ 序論

常滑市陶業陶芸振興事業基金（以下「基金」という。）は、昭和 34 年 10 月に

故伊奈長三郎氏が市へ寄贈された自社株式の配当を積み立てるために市が設置

した基金です。約 60 年にわたり本市の陶業及び陶芸の振興に対し貴重な財源と

して寄与してきました。

現在の所有株数（株式会社 LIXIL）は、その間の寄付等により約 153 万株、

年間配当は約１億７百万円、令和元年度末の基金残高は約２億８千万円になっ

ています。

１ 計画の策定にあたって

¡ 市の最上位計画である第５次常滑市総合計画（Ｈ28～Ｒ６）では、とこな

め陶の森の充実、常滑焼の業界や団体と連携しブランド力向上、人材（後

継者）育成、市場開拓の促進を位置付けています。

¡ 常滑市陶業陶芸振興事業基金を活用した計画（以下「第１次計画」という。）

は、基金を活用した陶業陶芸振興事業の具体的な行動計画（Ｈ28～Ｒ２）

として、常滑市陶業陶芸振興事業基金運営委員会（以下「運営委員会」と

いう。）での検討を踏まえて平成 28 年３月に策定しました。今回、第１次

計画が本年度末で期間満了になることから、第２次の計画を策定するもの

です。

¡ 令和元年度末から新型コロナウィルス感染症拡大により、世界的に社会経

済活動が停滞し、常滑焼業界にとっても過去に例のない厳しい状況に直面

しており、また、事業所等では徹底した感染防止対策に取り組んでいると

ころです。

¡ 計画の策定にあたっては、第 1 次計画の実績を評価した上で、今後５年間

の方針や各分野の目標、施策を位置付けます。なお、現在、新型コロナウ

ィルス感染症の収束が見込めないことから、陶業陶芸振興事業の方向性を

示した計画とします。

第５次常滑市総合計画

第１次計画（Ｈ28～Ｒ２） 第２次計画（Ｒ３～Ｒ７）第２次計画（Ｒ３～Ｒ７）
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２ やきもの業界について

¡ 本市の窯業土石製品の製造品出荷額等は、平成９年 1,180 億円をピークに

令和元年 485 億円へと 20 年前の約４割まで減少しています。また、衛生陶

器及びタイルを除いた場合、同比較で 128 億円から 28 億円へ約２割余まで

減少しています。

¡ とこなめ焼協同組合の組合員数は、この 30 年間で３分の１（平成２年 271

から現在 91 事業所）に、また、常滑陶磁器卸商業協同組合の組合員数は、

20 年間で３分の１（平成 13 年 60 から現在 20 事業所）に減少しています。

¡ 市内には、常滑陶芸作家協会や手造り急須の会、常滑陶彫会などの作陶団

体が、また、約 360 人（うち陶芸研究所の修了生 36 人）の個人のつくり手

が活動しています。

¡ 平成 29年４月に常滑焼など日本六古窯が日本遺産に認定されました。毎年、

市民２千人を対象に常滑焼に関する市民アンケート調査を実施しており、

「常滑焼に愛着がありますか？」の問いに対して、令和２年度は「ある」

が 30.3％、「どちらかと言えばある」が 44.8％、合わせて約 75％（758/1,010

人）という結果でした。

３ とこなめ陶の森について

¡ 陶芸研究所は、故伊奈長三郎氏が常滑陶芸の興隆を念願し、自社株式を市

に寄付され、その資金により昭和 36 年 10 月に開所しました。運営委員会

は、昭和 35 年２月に発足し、業界等関係者を中心に陶業陶芸振興の全般に

ついて助言等を行う組織として設置され、現在に至ります。本館建物の設

計は、故堀口捨己※の作品で、平成 27 年に DOCOMOMO Japan※によりモダニ

ズム建築物※として選定されました。

※故堀口捨己（ほりぐち・すてみ）とは、1895 年～1984 年、岐阜県生まれ。数寄屋造を日本建築の真

髄と位置づけ日本建築の普遍性を取り入れつつ現代社会に適応した建築をつくり続けた建築家です。

※DOCOMOMO Japan とは、近代建築運動に関わる建物等の記録を残し、保存する活動組織のことです。

※モダニズム建築とは、合理主義に立脚し、幾何学的な線や面の構成によって美がつくられるという新

しい美学に裏打ちされた、社会改革志向を持つ建築のことです。

¡ 長三賞は、昭和 47 年から陶業展及び陶芸展としてスタートし、陶業展は平

成 28 年度（第 45 回）まで、陶芸展は平成 27 年度（第 32 回）まで開催し

ました。なお、平成 29 年度に休止としています。（「資料２（19 頁）」を参

照）
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¡ 研修生事業は、昭和 58 年度から陶芸の人材育成を目的に発足しました。平

成 24 年度の研修工房の建替えを機に研修期間を１年から２年へ、また、研

修費の有料化など制度の見直しを行いました。現在、修了生は 165 名とな

っています。

¡ 資料館は、昭和 56 年４月に市教育委員会の民俗資料館として開館しました。

また、昭和 61 年に資料館友の会が発足し、熱心に活動が続けられています。

（会員は発足時 263 名から現在 20 名）

¡ とこなめ陶の森は、平成 24 年４月、民俗資料館、陶芸研究所及び旧陶業試

作訓練所の３施設を統合して発足しました。陶芸研究所に隣接したとこな

め陶の森小径は、平成 26 年度に里山林整備事業により遊歩道が整備されて

います。なお、資料館の開館時からの来館者数は次のとおり、10 年前と比

べて３分の２まで減少しています。

（図表１）とこなめ陶の森の来館者数の推移

※H29 は日本遺産の認定で団体客が増加。コロナ禍でＲ２年 3～5 月は休館

（資料館） （陶芸研究所） （研修工房）
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¡ 資料館は、令和３年秋の資料館リニューアル・オープンに向けて令和２年

度から 1 年半ほど休館し、耐震等改修工事及び展示リニューアル事業を実

施しています。また、令和３年度には陶芸研究所開所 60 周年及び資料館開

館 40 周年の記念の年を迎えます。

４ 常滑市陶業陶芸振興事業基金について

¡ 令和２年度において、市の所有株数（株式会社 LIXIL）は 1,537,705 株、年

間配当は約１億７百万円となっており、年度別の基金残高及び取崩し額の

推移、１株当たりの年間配当の推移は次のとおりです。

（図表２－１）

（図表２－２）１株当たりの年間配当の推移

¡ 令和２年度は、「臨時事業」として、資料館の耐震等改修工事及び展示リニ

ューアル事業、土管坂休憩所西側擁壁改修工事、新庁舎陶壁制作事業を、

また、令和３年度は、資料館の展示リニューアル（展示造作・設置）事業

やリニューアル式典などを予定していることから取崩し額が増加していま

す。

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

40 円 45 円 60 円 60 円 60 円 60 円 70 円 70 円 70 円
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¡ 現在の通常事業を実施した場合、「基金の使途」別の年間取崩し額は、次の

とおり約 75,000 千円となり、１株当たりの年間配当は 50 円以上が必要に

なります。（1,537,705 株×50 円／年＝76，885 千円）

（図表３）「基金の使途」別の年間取崩し額 （千円）

¡ とこなめ陶の森の年間の運営費は約 5,400 万円（図表３の１及び２）で、

人件費を除き基金で対応しています。令和２年度は、館長以下７名と会計

年度任用職員７名で運営しています。なお、研修費や貸窯使用料、図録頒

布代など年間約 300 万円の収入があります。

（図表４）年度別の基金残高及び取崩し額の推移 （千円）

※基金残高は利子を含んでいます。

基金の使途 金額

１ とこなめ陶の森の運営
54,000

２ 常滑焼を担う人材育成

３ 陶業陶芸関係団体の支援 12,000

４ 他産地との交流連携 3,000

５ やきもの散歩道地区の景観保全等 4,000

６ その他陶業陶芸の振興 2,000

計 75,000

年度
年度当初残高

Ａ

取崩し額

Ｂ

配当

Ｃ

年度末の残高

Ａ－Ｂ＋Ｃ

Ｈ24 72,428 24,541 60,108 108,017

Ｈ25 108,017 48,110 67,621 127,558

Ｈ26 127,558 52,950 90,162 164,821

Ｈ27 164,821 68,201 90,162 186,845

Ｈ28 186,845 75,735 90,162 201,329

Ｈ29 201,329 75,802 90,162 215,740

Ｈ30 215,740 58,508 106,939 264,196

Ｒ１ 264,196 88,515 106,939 282,718

Ｒ２予算 282,718 223,315 107,639 167,080

Ｒ３仮定 167,080 152,768 107,639 121,951

Ｒ４仮定 121,951
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５ 第１次計画の評価について

¡ 第１次計画は、毎年度、市が点検・評価を行い、その結果を運営委員会に

報告し、必要に応じて計画を見直しながら関係者の協力を得て取り組んで

きました。

今回は、第１次計画の最終年度のため、計画期間全体の実績について、次

のとおり総括的に評価を行いました。

（図表５）

¡ 第１次計画は、「資料１（15 頁）」のとおり、４つの基本事業計画と最終的

に 20 の事業で構成しており、20 の事業を個別に評価した上で、４つの基本

事業計画ごとに総合的に評価を行いました。その結果は、次のとおりです。

（図表６）

基本事業計画の２は計画どおり、１及び４は概ね計画どおり実施できまし

たが、３の研修制度は検討時間を費やし計画より遅れました。また、令和

２年度においては、８つの事業がコロナ禍の影響を受けました。（資料１の

特記事項欄の※印参照）

17 の事業については、資料１の「課題等」で挙げたとおり、第２次計画に

おいて引き続き取り組んでいく必要があります。

¡ 第 1 次計画の「特色」として、次の３つの取組を挙げることができます。

（取組１） とこなめ陶の森の基本理念と活動方針を決定

とこなめ陶の森が今後行っていくべき役割や目的を明確にするため、とこな

め陶の森・資料館展示リニューアル基本構想（平成 30 年５月）において、「基

本理念」及び各施設の「活動方針」を定めました。

評価区分 基準

Ａ 計画どおり進捗している（進捗度 75%以上）

Ｂ 概ね計画どおり進捗している（進捗度 50%以上 75％未満）

Ｃ あまり計画どおり進捗していない（進捗度 25%以上 50％未満）

Ｄ 計画どおり進捗していない（進捗度 25％未満）

基本事業計画 総合評価

１ 常滑の陶業陶芸を国内外に広くＰＲ Ｂ

２ とこなめ陶の森（資料館・陶芸研究所）の充実 Ａ

３ 研修制度を含めた若手作陶家の育成及び技術の継承 Ｃ

４ 業界等と連携した陶業陶芸振興策 Ｂ
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（基本理念）

（活動方針）

（取組２）

（取組３）

とこなめ

陶の森

・常滑焼の魅力とそれを育んだ知多半島の風土を伝え、考える場

・常滑焼を通じて、生活者と作り手が日々の営みを問い直す場

資料館

・常滑焼とその生産活動を中心とした地域資料の収集・保管と研

究

・資料に裏付けられた歴史と価値を伝える展示と発信

・市民に開かれたやきものの学びと交流の場の提供

・やきものを取り巻く施設や研究機関などと連携した事業の展開

陶芸研究

所・研修

工房

・常滑焼の多様な技術を継承し、次代の陶表現を創造

・地域に根付く常滑焼のつくり手の育成と支援による地域産業へ

の貢献

・現代陶芸に生かされている常滑焼の伝統と芸術性を世界へ発信

・陶芸研究所の建物の魅力を伝えるための事業の展開

・使い手とつくり手が集う場をつくり、常滑焼を通じた暮らしの

提案

陶業陶芸振興事業基金活用推進事業（Ｈ28～Ｒ１）

計画の円滑な進行と事業の実施効果を高めるため、高橋孝治氏（プロダク

トデザイナー）にコーディネーター業務を委託しました。

主な内容は、デザインスクールやワークショップの立ち上げ、海外戦略事

業の見直しであり、陶業陶芸関係者や市民の参加を得ながら展開され、参加

者の貴重な意見は陶の森の運営に反映され、また、現在、デザインスクール

の一部受講者は、とこなめ陶の森の事業に関わっています。

市民との意見交換（Ｈ30～Ｒ１）

今後のとこなめ陶の森について、市民や関係者と意見交換を行いました。

・テーマ１ 資料館の役割と可能性、資料館のリニューアル（約 70 名参加）

・テーマ２ 陶芸研究所（研修制度）のこれまでとこれから（約 75 名参加）

・テーマ３ 研修制度の見直し（41 名参加）

※テーマ１、２は、トコナメハブトーク（市内外の様々な分野で活動している人を交え、気軽に語

り合う市民主体のイベント）に参加して意見交換を行いました。
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Ⅱ 計画

１ 計画の期間と構成

（１）計画の期間

令和３（2021）年度～令和７（2025）年度

（２）計画の構成

第２次計画は、「６つの柱」と「３つの重点活動方針」で構成します。

２ ６つの柱と３つの重点活動方針

第 1 次計画の評価及びとこなめ陶の森の活動方針から、第２次計画において

特に力を入れて取り組むべき方向性を「重点活動方針」として次の３つを定め

ます。

第２次計画

柱１　とこなめ陶の森の運営 ▼重点活動方針

柱２　常滑焼を担う人材育成 　①常滑焼の歴史と価値を発信

柱３　陶業陶芸関係団体の支援 　②常滑焼の伝統と芸術性を発信

柱４　他産地との交流連携 　③常滑焼の魅力発信と

柱５　やきもの散歩道地区の景観保全等 　　　　愛着を感じる市民を増やす

柱６　その他陶業陶芸の振興

▼重点活動方針①

～常滑焼の歴史と価値を発信（archive）～

資料館の展示テーマ「つながる千年、ひろがる千年、暮らしの中で生きる

常滑焼」の実現に向けて、市民に開かれた交流と学びの場、知る・つなぐ・

学びの機会をつくります。

▼重点活動方針②

～常滑焼の伝統と芸術性を発信（live）～

陶芸研究所において、常滑の現代陶芸を発信するとともに、モダニズム建

築として高い文化価値と歴史的意義のある本館建物の保存・活用をめざしま

す。



9

▼６つの柱

基金の使途ごとに「６つの柱」を定め、それぞれに目標（行動目標、数値目

標）及び施策・事業を位置付け、関係者の協力を得ながら着実に推進していき

ます。なお、数値目標は、新型コロナウィルス感染症のワクチン接種や治療薬

が社会に行きわたるなど、コロナが落ち着いた時期における数値とします。

また、３つの重点活動方針に関連する事業は「重点①～重点③」で表しまし

た。

▼柱１ とこなめ陶の森の運営

▼重点活動方針③

～常滑焼の魅力発信と愛着を感じる市民を増やす（like）～

業界関係団体と連携しながら国内外に常滑焼の魅力を発信するとともに、

やきもの産地として市民の誇りを育みます。

行動目標 数値目標

資料館の来館者サービス向上と、資料

館と陶芸研究所の展示内容のすみ分

けを行う

とこなめ陶の森の来館者数

年平均 30,000 人

施策１ ＜資料館＞資料収集、調査研究

・常滑焼の調査（急須の次に海外で注目される盆栽鉢など）

・市民の活動記録の保存（常滑造形集団※や IWCAT※など）

・常滑焼の調査研究と研究紀要等の刊行

・古常滑の市外流出の防止

・研究・教育機関等との連携強化

※常滑造形集団とは、1970 年の大阪万博に出品した「月の椅子」以降、エネルギーを結集する形で

陶壁の共同制作などに取り組んだ、常滑の若手陶芸作家や画家、写真家などの集団のことです。

※IWCAT（The International Workshop of Ceramic Art in Tokoname）とは、1985 年に市民が組織

した「とこなめ国際やきものホームステイ実行委員会」の略称で、2011 年まで毎年、夏に海外か

ら陶芸家を招いたワークショップのことです。（世界 42 か国、383 人が参加）
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施策２ ＜資料館＞展示発表、教育普及、交流連携

施策３ ＜陶芸研究所＞本館の魅力発信

・常滑の現代陶芸の作品展示と作家の紹介（重点②）

・市内外のギャラリー等と連携して情報発信（重点②）

・本館建物の登録有形文化財建造物への登録手続き（重点②）

・本館建物の保存活用や耐震補強等の検討（重点②）

施策４ （共通）施設改修、情報発信

・陶芸研究所 60 周年、資料館 40 周年記念事業の開催

・新パンフレットの作成

・施設改修計画の作成

・企画展の共同開催（INAX ライブミュージアムやセラモールなど）

・景観保全事業

・とこなめ陶の森 Web サイトの運営

・来館者増加策やアクセス方策（サイン計画、多言語併記など）の検討

・展示ガイドの育成（市民組織づくりや大学と

の連携など）（重点①）

・小学生向け体験学習プログラム（重点①）

・友の会の育成（重点①）

・資料館リニューアル（展示造作、設置）事業

・資料館リニューアル式典の開催

・展示図録（大人用、子ども用）の作成（有料

頒布）

・資料館運営アドバイザリー会議（仮称）の設

置

・特別企画展等の有料化の検討

・企画展や講演会等の開催

（リニューアルイメージ）

（友の会の展示ガイド）

（展示室） （玄関ホールの吊り階段） （1 階の茶室）
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▼柱２ 常滑焼を担う人材育成

▼柱３ 陶業陶芸関係団体の支援

行動目標 数値目標

常滑の”まち”と共に、常滑焼の技術

継承とやきものづくりを生業とする

人材を育成する

研修修了生の市内定着（活動）者数

（１学年定員５人）

年平均３人

施策１ ＜研修工房＞つくり手の育成

施策２ 技術継承とつくり手の支援

・研修工房の空調設備の設置

・修了生の市内定着化の促進

・研修生事業フォローアップ会議（仮称）の設

置

・研修カリキュラムの充実（市内の工房・施設

の見学など） （研修風景）

・窯等設備や備品等の貸出

・空き工房や中古窯道具の情報提供

・スキルアップ教室等の開催

・イベントや発表の場の支援

・SNS を活用した情報発信

・長三賞の代替事業の検討 （スキルアップ教室）

行動目標 数値目標

業界主導のもと、常滑焼の魅力を全

国・世界に、そして市域普及に向けて

発信する

常滑焼総合販売戦略サポート事業の

補助件数

年平均 20 件

施策１ 常滑焼の販路拡大、ブランド強化への支援

・食と器の出逢い事業の拡充（重点③）

・常滑焼総合販売戦略サポート事業の充実（重点③）

・コロナ禍での振興策について業界等と検討（重点③）

・県や JETRO 等との連携強化
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▼柱４ 他産地との交流連携

※令和２年度の市民アンケート調査（２頁参照）では「愛着がある」が約３割でした。令和７年度に同

調査を実施します。

施策２ イベント開催支援

・第 38 回伝統的工芸品月間国民会議

全国大会へ参加

・常滑焼まつり等イベントの支援

（常滑焼まつり／セラモール）

行動目標 数値目標

常滑焼の魅力発信とやきもの産地と

して市民の誇りを育む

市民が常滑焼に愛着を感じる割合

令和７年度に市民の５割※

施策１ 他産地との交流連携

・中国宜興市との交流促進（業界、行政、市民レベル）（重点③）

・六古窯日本遺産活用協議会へ参加

（式典／中国宜興市） （六古窯展／INAX ﾗｲﾌﾞﾐｭｰｼﾞｱﾑ）
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▼柱５ やきもの散歩道地区の景観保全等

▼柱６ その他陶業陶芸の振興

行動目標 数値目標

焼き物の町を将来に伝えるため、誇り

を持ってまちなみを守り育もう（将来

の景観像）

やきもの散歩道地区景観保全協力事

業の助成件数

年平均 10 件

施策１ やきもの散歩道地区の景観保全等

・やきもの散歩道景観保全協力事業

（景観保全基金へ拠出）

（景観保全協力事業の窯・煙突）

施策１ その他陶業陶芸の振興

・小学生日本六古窯常滑焼学習事業（校外学習、

お茶碗作陶体験）（重点③）

・公共施設等へ陶業陶芸作品の展示（重点③）

・新庁舎陶壁制作事業（重点③）

・新設予定の公共施設へ陶壁設置の検討

（小学校でのお茶碗作陶体験）
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３ 計画の推進にあたって

計画の推進と持続可能な陶業陶芸振興のためには、貴重な財源である株式会

社 LIXIL の株式配当の状況（基金残高の見通し）を常に意識しながら、事業費

の削減努力と業界関係者の主体的な取組が必要になります。また、現在、新型

コロナウィルス感染症の収束が見込めないことから、本計画では陶業陶芸振興

事業の具体的な実施時期や事業費等は位置付けていません。

そのため、PDCA サイクルに沿って本計画の進行管理を行い、各事業の継続的

な見直しや改善を行うとともに、コロナ禍におけるニーズの変化に適切に対応

していきます。

また、定期的に運営委員会に諮って計画を推進することとし、必要に応じた

計画の見直しなど、柔軟に対応していきます。

（資料館リニューアルイメージ）



１　常滑の陶業陶芸を国内外に広くＰＲ 総合評価 Ｂ

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 特記事項

１　長三賞開催事業
（H29に代替事業を実施）

とこなめ
陶の森

・長三賞陶業
展開催

・代替事業検
討

※長三賞休
止

・長三賞作品
の施設展示と
ﾛｰﾃｰｼｮﾝ

　　①②③へ

・H28の第45回長三賞陶業展の応募点数䛿、H27の96点から127点に
増加

・間接支援の長三賞より、人材育成や海外戦略等の直接支援が効果
的と判断し、長三賞䛿休止とした（H29.２市議会協議会）。
その代替事業として、H29から①長三賞人材育成事業（デザインス
クール）、②やきものワークショップ事業、③海外戦略事業を実施（事
業名①②③を参照）

Ｃ
長三賞の精
神を継承

1

（追加事業）
①長三賞人材育成事業（デザインス
クール）
（新しい事業を創出できる人材の育
成）

とこなめ
陶の森

８人（応募者
15人）、10か
月間研修

応募者なし
※廃止

・３年計画であったが、２年目に応募者なく廃止とした。
受講者にとって起業のキッカケづくりとなり、また、受講者数名䛿陶の
森の業務に関係するなど、一定の成果䛿あった。
（事業目的が長期的なため、評価䛿困難）

Ｃ － 2

１　とこなめ陶の森ウェブサイト管理事
業
（最新情報の更新と内容の充実）

とこなめ
陶の森

㻿N㻿で配信
・Facebook
・Ｉnstagram

・YouTube
・ＳＮＳ（Facebook、Instagram、YouTube）に投稿し、最新情報を配信中
・目標／Ｒ２に月平均3,000件→Ｒ１に月平均3,512件

Ａ 継続 3

２　常滑カタログ（仮）制作事業
（常滑を国内外に紹介する冊子を作
成）

とこなめ
陶の森

制作 発行
・実行委員会を設置して、「常滑ブック」を制作
　Ｂ５変形サイズ、全124ページ、オールカラー　３千部制作（日・英）
・H29.４に発行（有償＠800円　1,341冊、無償1,638冊）、Web版公開

Ａ － 4

１　やきもの散歩道界隈の賑わい創出
事業
（観光拠点の整備、改修、H29に景観
保全基金へ繰出し）

商工観光
課

都市計画
課

・招き猫通り
修繕等

・景観保全へ
助成

・未来絵をﾗｲﾄ
ｱｯﾌﾟ

・招き猫通り
整備

・景観基金へ
拠出

・土管坂擁壁
改修

・招き猫通りライトアップ（Ｒ１～２）、土管坂休憩所西側擁壁改修（Ｒ２）

・Ｒ１に景観基金へ１千万円を拠出（５年間で26件、14,200千円助成）
・目標／やきもの散歩道の施設利用者数
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｒ２に年325,000人→Ｒ１に年335,349人
※コロナ禍のため、Ｒ２䛿半年間で62,465人に減少

Ａ 継続 5

（追加事業）
②やきものワークショップ事業

商工観光
課

・とこなめ焼
WORK㻿HOP
6回

・ろくろ実演 ・急須展示や
煎茶体験会

・陶磁器会館1階を一部リニューアルし、陶磁器会館運営委員会の主
催で、講師による常滑焼と味噌、お茶、野花、日本酒、干物、コーヒー
による体験を行った。（約20人／回　参加）
また、同会場において、ろくろ実演や煎茶体験会を実施

Ｃ － 6

■第１次計画（４つの基本事業計画と20事業）の評価

（施策のまとめ）
「１　陶芸展・陶業展の発展的開催」・・・長三賞の代替事業として人材育成事業（デザインスクール）を実施したが２年目に応募者なく、１年で廃止とした。
「２　宣伝ツールの充実・作成」・・・計画どおり実施し、ウェブサイトのアクセス数も目標を上回った。
「３　やきもの散歩道界隈の賑わい創出」・・・計画どおり観光施設を整備し、また、所有者の協力を得て景観保全を促進した。
※　コロナ禍の影響により、やきもの散歩道の施設利用者数䛿減少した。

５年間の主な実績
施策 事業名（事業内容） 担当課 評価 課題等 通番

１　陶芸展・陶業
展の発展的開催

２　宣伝ツールの
充実・作成

３　やきもの散歩
道界隈の賑わい
創出

〈資
料
１
〉

15



２　とこなめ陶の森（資料館・陶芸研究所）の充実 総合評価 Ａ

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 特記事項

１　展示の内容見
直し

１　展示リニューアル事業
（H29に展示設計、H30に展示内容の
見直し）

とこなめ
陶の森

検討会発足

・基本構想

・収蔵品整理

・基本計画
・基本設計

（ﾊﾞﾌﾞﾄｰｸ）

・実施設計

・流通、消費
地調査

事業着手
(～Ｒ３.10）

休館中

・H28にリニューアル検討会を発足し展示設計等を策定。Ｒ３.10のオー
プン目指して、リニューアル事業に着手。

Ａ
リニューア
ル後の来館
者対応

7

１　耐震補強及び施設改修事業

＜資料館＞
（H28屋上防水、H30耐震補強、外壁
改修、ＣＢ撤去工事）

とこなめ
陶の森

屋上防水 設計

耐震、外壁改
修、防水、内
装改修、設備
改修の事業
中

耐震補強、外壁改修、コンクリートブロック撤去工事䛿、展示リニュー
アル事業に合わせ、当初のH30からＲ２に計画変更して実施（Ｒ２．６
～Ｒ３．２）。

Ａ
改修計画を
策定

8

＜陶芸研究所＞
（H29耐震補強工法等の調査検討、外
壁改修、屋上防水工事など）

とこなめ
陶の森

・外壁等改修
（西・南面） 　（東面）

・耐震補強工
法等の検討

　　（北面）
・本館の屋上
防水

・研修工房の
屋上日射対
策

・本館䛿、DOCOMOMO　JAPANによるモダニズム建築の選定（H27．
６）を受け、計画的に外壁等の改修を実施
・本館の耐震補強工法䛿、調査の結果、耐震補強案（開口ふさぎ＋壁
増厚：約５千万円）か基礎免震案（約２．３億円）。ただし、実施方針䛿
次期計画へ先送りとした。

Ａ
本館の保
存・活用

9

２　設備改修事業
（照明、空調設備等の更新）

とこなめ
陶の森

資料館（特別
展示室）の空
調改修

設計

資料館（空調
設備、照明、
放送、監視カ
メラ等）

・１の事業に合わせて実施中。
（資料館䛿、経費面からトイレや展示エリア以外の改修を先送りとし
た。）

Ａ
改修計画を
策定

10

（追加事業）
景観保全事業
（とこなめ陶の森、小径の樹木等維持
管理）

とこなめ
陶の森

・寄付

・小径の木
チップ舗装充
填

・小径の樹木
伐採

・資料館の樹
木伐採

・とこなめ陶の森及び陶の森小径の景観保全への寄付を踏まえ、計
画的に樹木剪定等の維持管理を行った。

Ａ 継続 11

１　企画展等の実施
＜資料館＞
（企画展、ワークショップ、講演会の開
催、研究紀要、解説シート、英語版展
示案内を作成）

とこなめ
陶の森

・企画展
　　　　９回

・研究紀要Ⅰ
刊行

　　　６回

・瀧田家の廻
船文書Ⅰ刊
行

　　　６回

・研究紀要Ⅱ
刊行

　　　６回

・瀧田家の廻
船文書Ⅱ刊
行

　（休館中）

・研究紀要Ⅲ
予定

・概ね計画どおり企画展事業等を行った。なお、英語版展示案内䛿、
Ｒ３の展示リニューアル事業で実施予定
・目標／来館者数　Ｒ２に年28,000人→Ｒ１に年24,828人
※コロナ禍のため、Ｒ２．３䛿休館

Ｂ 継続 12

２　企画展等の実施
＜陶芸研究所＞
（展示内容の充実、ワークショップ、講
演会の開催、H28に55周年事業で堀
口展を開催）

とこなめ
陶の森

・堀口捨己展

・特別企画展
（尾州の茶の
湯文化と常滑
焼）

・企画展２回
・特別企画展など計画どおり実施した。
※コロナ禍のため、Ｒ２．３～５まで休館。また、企画展等の開催日数
を短縮した。

Ｂ 継続 13

（追加事業）
小学生日本六古窯常滑焼学習事業

生涯学習
ｽﾎﾟｰﾂ課

（日本遺産に
認定）

・校外学習
　　（４校）

・作陶体験
　　（９校） 　　（８校）

・Ｈ29．４、日本遺産の認定を機に、H30から市内小学生向けに常滑焼
学習事業をスタート。校外学習（INAXライブミュージアム、やきもの散
歩道）及びお茶碗作陶体験を実施
※コロナ禍のため、中止とした学校あり

Ａ 継続 14

（施策のまとめ）
「１　資料館の展示の内容見直し」・・・計画どおり事業に着手した。
「２　設備の老朽化及び耐震対策の実施・設備の充実」・・・資料館䛿概ね実施した。陶芸研究所の本館䛿耐震補強工法の決定まで䛿至らなかった。
「３　とこなめ陶の森の魅力づくり」・・・企画展や図録刊行を定期的に実施した。また、新しく小学生向け常滑焼学習事業を実施した。来館者数䛿目標に達しなかった。

５年間の主な実績
施策 事業名（事業内容） 担当課 評価 課題等 通番

２　設備の老朽化
及び耐震対策の
実施・設備の充
実

３　とこなめ陶の
森の魅力づくり

16

16



総合評価 Ｃ

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 特記事項

１　研修生養成事業
（カリキュラムの編成、目標管理の導
入、多様な講義等、H30新制度）

とこなめ
陶の森

・研修生
　　　８人
（1年4人、2年
4人）

　　　７人
（1年3人、2年
4人）

　　　６人
（1年4人、2年
2人）

・検討会を発
足し、研修内
容を検討

　　　８人
（1年5人、2年
3人）

・ﾊﾌﾞﾄｰｸ・報
告会

・技師1名採
用

　　　６人
（1年3人、2年
3人）

・アドバイザー等の助言を得ながら、研修目的や基本方針、陶研の特
長を明文化。
Ｒ２から、常滑の䇿まち䇿とともにつくり手を育てるためのフィールドワー
クや表現力等を身に付けるための時間数を増やした。
・研修生募集パンフレットを刷新し、ＰＲ用にYouTubeで動画配信を開
始
・Ｒ２までの試行を踏まえて正式にＲ３から新課程をスタート
※コロナ禍のため、Ｒ２．３～５䛿研修を休講とした。

Ｂ

応募者の増
加、研修カ
リキュラム
の充実

15

２　研修修了後自立促進事業
（修了後の自立方策の検討、H30に実
施）

とこなめ
陶の森

・アンケート調
査

・関係者ヒアリ
ング

・ﾊﾌﾞﾄｰｸ・報
告会

市内定住促
進と自立支援
策を検討

・計画から遅くなったが、市内で工房物件を賃借する修了生に賃料を
補助する制度の発足（Ｒ３．４～）に向けて調整中

Ｄ
修了生の市
内定着

16

２　後継者育成・
就労支援

１　後継者育成・就労支援事業
（工房、築窯の費用助成等の検討、
H30に実施）

とこなめ
陶の森

・アンケート調
査

・関係者ヒアリ
ング

・ﾊﾌﾞﾄｰｸ・報
告会

・原土提供

・窯道具の情
報提供
・煙突調査

・トコナメハブトークや報告会の意見を踏まえ、事業内容を変更して実
施。
不要となった窯や道具類、空き工房等の情報を所有者から収集し、つ
くり手に情報を提供した。
Ｒ１に試行し、Ｒ２から実施

Ｃ 継続 17

３　伝統技術の継
承及び作陶家間
の交流

１　伝統技術についての研修、ワーク
ショップ等開催事業
（若手を対象に研修、ワークショップ等
を実施）

とこなめ
陶の森

・研修、ﾜｰｸ
ｼｮｯﾌﾟ、講演
会等開催　14
回

　　　15回 　　　11回 　　　６回 　　　1回

（追加事業）
・新庁舎陶壁
プロジェクト

・Ｒ１の実績䛿、つくり手に対し、スキルアップ教室（急須づくりと確定
申告・原価計算）とワークショップを、市民に対し、土から楽しむ（50
人）、土笛づくり（20人）、アクセサリーづくり（68人）をそれぞれ開催し、
盛況であった。
※Ｒ２䛿、コロナ禍のため、スキルアップ教室（盆栽鉢づくり）１回のみ
で、その他、計画した事業䛿見送っている。

「新庁舎陶壁でつなぐプロジェクト」として、新庁舎２階のエントランスに
陶壁を設置するため、制作チームを選考し、Ｒ２～Ｒ３で制作・設置す
る。

Ｂ 継続 18

３　研修制度を含めた若手作家の育成及び技術の継承

（施策のまとめ）
「１　研修事業の充実」・・・計画より遅れたが令和３年度からの実施を予定している。
「２　後継者育成・就労支援」・・・計画より遅れたが、令和２年度から窯道具の情報提供を開始した。
「３　伝統技術の継承及び作陶家間の交流」・・・毎年度、計画どおり実施した。
※　コロナ禍により、令和２年度䛿研修、ワークショップ等の開催を自粛し、令和２年度䛿目標の40日に対し僅か３日となった。
　　目標とした研修修了生の市内就労・定住率䛿、測定が難しいが、概ね市内にて作陶していると認識している。

５年間の主な実績
施策 事業名（事業内容） 担当課 評価 課題等 通番

１　研修事業の充
実

17

17



総合評価 Ｂ

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 特記事項

１　効果的な補助
金・負担金の交
付

１　補助金・負担金の交付
（効果測定の実施、海外展開を中心
に見直し）
③海外戦略事業

２　常滑焼のブラ
ンド化・消費者
ニーズの把握

１　補助金・負担金の交付
（効果的な支援方法を検討、実施）

３　焼き物産地と
の連携等

１　焼き物産地との連携等事業
（日本六古窯等と連携して日本遺産の
登録などを実施）

商工観光
課

企画課

◎日本遺産に
認定
・協議会発
足、
魅力発信事
業

◎中国宜興
市との友好都
市提携の締
結

・H29.４、日本遺産に認定。６市町で六古窯日本遺産活用協議会を組
織し、魅力発信事業（タブロイド版・動画制作、巡回展等）を３年間実
施。
・日本六古窯サミット（６市町が随時開催）䛿、H29.12に越前町で開
催、Ｒ２の甲賀市䛿コロナ禍によりＲ３へ延期。

・H30䛿、中国宜興市との友好都市提携の締結に向けて渡航し、現地
視察や意見交換等を実施。Ｒ１.10に宜興市と友好都市提携を締結。
※Ｒ２䛿、行政間の交流（隔年で相互訪問）として来常予定であった
が、コロナ禍で未実施。

Ｂ
市民も含め
た交流促進

20

４　業界等と連携した陶業陶芸振興策

（施策のまとめ）
「１　効果的な補助金・負担金の交付」及び「２　常滑焼のブランド化・消費者ニーズの把握」・・・常滑焼総合販売戦略サポート事業及び食と器の出逢い事業を新設して事業者を支援した。
「３　焼き物産地との連携等」・・・日本遺産の認定や中国宜興市との友好都市提携の締結が行われた。
※　令和２年度䛿コロナ禍により国内外のイベント等が縮小・廃止されている。
　目標とした陶磁器の品目別出荷額等（衛生陶器、陶磁器製タイルを除く）䛿、令和２年度の29億円に対して令和元年度䛿27.9億円になっている。

５年間の主な実績
施策 事業名（事業内容） 担当課 評価 課題等 通番

商工観光
課、とこ
なめ陶の
森

・出品協会
（海外戦略事
業）

・中国宜興市
展示会補助

・食と器の出
逢い事業9件

・陶磁器会館
リニューアル
（ｷｯﾁﾝ、ﾜｰｸ
ｼｮｯﾌﾟｽﾍﾟｰｽ
整備）

　　9件

什器の入替

・常滑焼総合
販売戦略サ
ポート事業
　　国内10件
　　海外4件

　　　7件
　　　3件

・H29䛿、第９回宜興国際陶磁芸術節に出展（急須、盆栽鉢）
・常滑焼総合販売戦略サポート事業䛿、市出品協会及び海外戦略事
業を統合してＲ１に発足。常滑焼の販路拡大のため、国内外の展示会
等に出展する市内事業者に補助。
・Ｒ１䛿、国内１０件、海外４件に補助
※Ｒ２䛿、コロナ禍のため、イベント自体が中止となり補助申請の辞退
が続出。

・食と器の出逢い事業（飲食店、宿泊施設が市内産のやきものを購入
の場合、補助率1/2、上限10万円補助）䛿、H29.８からスタート。５年間
で28件、約180万円補助。

Ｂ

事業者が利
用しやすく
効果的な支
援策

19
18

18
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＜資料２＞

■長三 賞
ちょうざしょう

長三賞創設当時の伊奈長三郎氏の思い（「伊奈長三郎」昭和 58 年 10 月 10

日発行本文から抜粋）

～メーカーは最終需要者の声を聞くために、もっと努力することが必要だ。

（略）陶芸作家にしても、（略）買ってもらうまでの努力が足りない。（略）

陶芸研究所の運営にも、マンネリ化が見えてきた。（略）この際伊奈製陶の株

を 40 万株ほど常滑市に寄附し、これを基として文学界の芥川賞とか直木賞

のような表彰規定をつくり、（略）創意工夫に努力する優秀な者を選んで奨励

を贈るような方法があれば、（略）考えてくれんかなあ～

市は、昭和 47 年３月に伊奈氏から寄附を受けて、昭和 47 年度から「陶業

展」及び「陶芸展」の２つの公募展を開催しました。そして、陶業展は平成

28 年度（第 45 回展）まで毎年、陶芸展は平成 3 年度（第 20 回展）から隔年

として平成 27 年度（第 32 回展）まで開催しました。

平成 27 年度の運営委員会において、市内の応募者数の減少や２つの公募展

の相違点など、長三賞の目的や効果が不明確になってきたため、平成 29 年度

に休止と決定しました。その後、第 1 次計画の評価表 1-1-1「長三賞開催事

業の特記事項（Ｐ15）のとおり、代替事業に取り組みましたが、継続には至

らず、本計画で、改めて検討することとしています。
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＜資料３＞

■ＳＤＧs（Sustainable Development Goals）

¡ 持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）とは、2015 年 9

月の国連サミットで採択された 2030 年までに持続可能でよりよい世界を

目指す国際目標です。17 のゴール・169 のターゲットから構成され、地球

上の「誰一人取り残さない」ことを誓っています。ＳＤＧs は発展途上国

のみならず，先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なものであり、

日本としても積極的に取り組んでいます。

¡ 自治体は、地方創生の実現に資するものとして、その達成に向けた取り組

みを推進することが重要とされ、本計画では次の６つのゴールを対象に取

り組みます。

「4．質の高い教育をみんなに」

すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、生涯学習

の機会を促進する

「8．働きがいも経済成長も」

すべての人のための持続的、包摂的かつ持続可能な経済成長、生産

的な完全雇用およびディーセント・ワーク（働きがいのある人間ら

しい仕事）を推進する

「9．産業と技術革新の基盤をつくろう」

強靭なインフラを整備し、包摂的で持続可能な産業化を推進すると

ともに、技術革新の拡大を図る

「11．住み続けられるまちづくりを」

都市と人間の居住地を包摂的、安全、強靭かつ持続可能にする

「12．つくる責任 つかう責任」

持続可能な消費と生産のパターンを確保する

「17．パートナーシップで目標を達成しよう」

持続可能な開発に向けて実施手段を強化し、グローバル・パートナ

ーシップを活性化する
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＜資料４＞

常滑市陶業陶芸振興事業基金運営委員会

¡ 委員 （敬称略）

¡ 相談役

（事務局）

団体及び役職等 氏名

元株式会社 LIXIL グループ取締役
会長

伊奈 啓一郎

常滑商工会議所副会頭
副会長

伊奈 憲正

とこなめ焼協同組合副理事長 片岡 秀美

常滑陶磁器卸商業協同組合理事長 関 豊晃

ＩＮＡＸライブミュージアム館長 尾之内 明美

あいち産業科学技術総合センター産業技術センター常

滑窯業技術試験場場長
伊藤 賢次

一般社団法人とこなめ観光協会事務局長 田村 史彦

常滑陶芸作家協会代表理事 杉江 幸治

常滑市教育委員 久田 孝寛

とこなめ陶の森研修生事業講師 加藤 真美

常滑市副市長 山田 朝夫

陶芸家 澤田 重雄 陶芸家 谷川 省三

常滑市 環境経済部 とこなめ陶の森
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